
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8号 令和 7年（2025年）2月 15日 

▲「かほく市誕生」を取り上げた項目 
 合併の経緯や新たなスタートへの当時の機運などを詳説 

▲油野市長への刊行報告（令和 6年 12月 26日） 

令和 4年に新たにスタートした全 10

巻の刊行にわたる市史編さん事業は、

多くの皆様からの聞き取りや史料提供

のご協力を得て、このたび第 1巻目と

なる『図説 かほく市の歴史と文化』

が完成しました。 

市民の皆様にとって、市史編さんへ

のご理解と興味をお持ちいただくため

に、原始から現代までの特徴的な市域

の事柄 97項目を取り上げ、写真やグ

ラフ等を多く使い、見やすくわかりや

すく表すことを主眼に置いて作成した

冊子となっています。 

この冊子が、かほく市の歴史を知る

入口として皆様に親しまれ、さらにか

ほく市を発信していくことに繋がって

いくことを期待しています。項目の詳

細は、編さんだよりの 4 ページ目をご

覧ください。 



  
かほく市史編集専門委員会 現代部会長 ごあいさつ 

「加賀・能登の結節点 人、モノ、文化が交流するマチ」 

平 野   優 
 かほく市は古来より、加賀地方と能登地方の人、モノ、文化が交流する結節点と
して発展してきました。現代においても「のと里山海道」が両地方をしっかりと結
んでおり、平成 25年には無料化に伴い道の駅高松には「里山館」・「里海館」がオ
ープンし、地域の特産品を販売すると同時に、日本海の夕日を一望できるビュース
ポットとなっています。 
現代部会としましても、地域ブランド農産品や先端技術製品、アメニティ、医療

福祉施設、哲学館をはじめとする文教施設等、引き続きその多様な魅力を深堀りし
ていきます。 

このような、明治から昭和時代の様子が分かる資料も探しています。 

もし自宅等にありましたら編さん室まで情報提供をお願いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲賞賜として授与
された反物から作
った袴 

▲内務大臣が石川県を巡視した際に津幡駅で賞賜を伝えたこと、授与の理由
と品物、それを河北郡長から伝達されたことが分かる 

『これまでの調査から』 －賞賜伝達書（しょうしでんたつしょ）－ 

 

松浜区の釜田家に『賞賜伝達書』が残されています。「賞賜」とは、

政府等から善行や顕著な功績に対して与えられる褒賞のことで、そ

れが与えられたことを河北郡長から釜田常次郎氏に伝達されたもの

がこの『賞賜伝達書』です。 

その文面や釜田家の方の話によれば、常次郎氏は、明治 28年に漁

業を生業とする家の長男として生まれ、品行方正で稼業によく精を

出し、早くに亡くなった母の死後も弟や妹の面倒をよく見る孝行息

子だったようです。 

そうした常次郎の日頃の行いが認められ、明治 43年の 15歳の時、

河北郡内（当時は現金沢市の一部も含む）でただ一人、「賞賜」とし

て袴用の反物が贈られたとのことであり、その伝達書と反物から作

った袴が、今も大切に保管されています。 



 

  

▲七塚村鳥観図（『郷土に立脚せる学校学級の経営』付録：昭和 13年七塚尋常高等小学校発行） 
 七塚全域だけでなく、横山や宇ノ気など広い範囲に桃の木が栽培されていたことが分かる 

「木津桃」   

『図説 かほく市の歴史と文化』に、「名物木津桃の生産」 

という項目があります。 

木津桃とは、直径 4ｃｍほどの「油桃」のことで、文政年間 

(1818～1830)から盛んに栽培されるようになりました。果肉 

は固く味は乏しいものでしたが、種は薬用として高く買われ、 

村人たちの暮らしを支えていたようです。 

木津桃は藩主にも献上されており、花が一面に咲き誇った 

春先には、各地から花見に訪れ、藩主の前田斉泰（なりやす） 

も見物したとの記録が残っています。 

幕末期には室屋久兵衛が全国から桃苗を求めて良品種の栽培を試みたところ、明治初年には金

沢で評判となり、木津以外でも広く栽培されるようになりました。 

明治以降、防風林の伐採で浜風に傷められたことなどから一時衰退しましたが、明治末期には植

林によって復活し、大正時代末期には金沢、小松、敦賀まで出荷されました。木津の桃売りたちの声

は、金沢に真夏の訪れを告げる季節の風物詩だったそうです。 

多い時には 4万本も栽培されていましたが、昭和 15、16年には食糧増産政策によるサツマイモ栽

培奨励、桃樹の老齢化、防風林の荒廃などにより再び衰退しました。 

しかし、近年、木津桃復活の取り組みが行われています。七塚小学校でも駐車場の脇に植樹され

ており、3月末ごろに花見会、収穫した実でジャムづくりなどが行われています。 

▲花見を楽しむ七塚小学校の子どもたち 



 

 

 

 

10～12月 寺院什物・古文書調査 4回 

10/3,10/30,11/19,12/20 

10、12月 古民家調査 2回 10/25,12/2 

10～1月 （民俗）聞き取り調査 4回 

 10/22,10/23,12/16,1/27 

12月 （近代）聞き取り調査 2回 

 12/13,12/27 

10月 8日 第 3回現代部会 

10月 17日 第 3回古代・中世部会 

11月 1日 編さんだより第 7号発行 

11月 2日 第 2回編集専門委員会 

11月 14日 編さん委員会 

12月 26日 「図説編」刊行 市長報告 

編さん室の歩み（活動記録） 令和 6年 10月 ～ 7年 1月 

お問合せ・資料の提供はこちらまで  かほく市史編さん室 

〒929-1215                
かほく市高松ク４２番地１          
かほく市高松産業文化センター３階      

 ＴＥＬ：（076）281-3455 
ＦＡＸ：（076）281-3521 
E-mail：shishi@city.kahoku.lg.jp → 

 

 

かほく市史をお求めの方は 

こちらから ⇒ 

※遠方の方へは現金書留 

(送料実費）にて承ります。 


